
24

吉
岡
町
議
会
だ
よ
り
No 111

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

岸　

祐
次

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

群
馬
県
北
群
馬
郡
吉
岡
町
大
字
下
野
田
５
６
０

　

０
２
７
９ ―

 

54―
 

３
１
１
１

☎

●●●

　榛名山に向かい、上小倉の人家を過ぎ、
ブドウ畑にかかると、左に 6 万㌧の水を
たたえた明治用水貯水池がある。そこを
渋川方面へ右折して行くと、右手道路に
沿って、土堤が見えてくる。この土堤が
吉岡郷土かるたに詠まれた、小倉山の猪
土手である。
　長い年月を経た現在、残念ながら大方
は崩れ落ち、わずかに形がいをとどめる
のみである。築かれた当初は、おそらく 2
㍍半の高さを盛って、山林地帯にすむイ
ノシシやオオカミなどの侵入を防いだと
いわれているが、いつ頃、誰によって作
られ、何が起こったかを伝えるものはな
い。ただ、食を求めた獣が、里へ下りて
民家に危害を加えることを案じて、小倉
の人たちが土堤上に垣根を築いたことが、
明治末期ころまで続いたという。土地の
人たちは、土堤の下手である、上小倉集

落側を「土堤内」と言い親しんでいる。
　この猪土手通りは、榛東・箕郷方面か
ら吉岡町を過ぎ、北方はるか渋川の方ま
で続いていたといわれる。中世戦国の昔、
上杉方白井城と箕輪城との重要な連絡路
であったのだという。
　誰によってつくられたかわからない時
代より、人々を脅かす獣に対抗すべく知
恵をだし、築き上げた猪土手。何百年の
年月を経て、今現在、また農作物を荒ら
す有害鳥獣に我々は悩まされている。自
然との闘いは繰り返されるのであろうが、
その調和を図り、共生していく策はない
ものだろうか。榛名山を仰ぎ見ながら、
その尾根に広がる人と獣との闘いに思い
をはせる。

参考文献：「吉岡村誌」
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